
教育旅行（修学旅行）レポート

コ
ロ
ナ
禍
で
県
内
に
変
更

郷
土
愛
と
深
い
友
情
育
む

広
島
市
立
三
入
中
学
校

広
島
方
面
１
泊
２
日


年
７
月

、
日
実
施

和
歌
山
市
立
加
太
中
学
校

和
歌
山
県
紀
南
方
面
１
泊
２
日


年
９
月

、
日
実
施

県
内
で
漁
業
の
仕
事
体
験

「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
」も
実
践

（１５） 第３０９４号第３種郵便物認可２０２１年（令和３年）９月４日（土曜日）

神﨑信彦学校長

　多感な中学生にとって教育旅行（修学旅行）は学生時
代の一大イベントだ。楽しみでもあり、また不安でもあ
る。非日常の場に身を置き、その土地ならではのものに
触れ、見て、人と接することで視野が広がることもある。
ここでは充実した教育旅行（修学旅行）を実施する２校
の取り組みを取り上げる。

戸田吾朗教諭

古
座
川
で
の
カ
ヌ
ー
体
験

底
引
き
網
漁
体
験

船
釣
り
体
験

港
釣
り
体
験

貸
し
切
り
バ
ス
で
移
動
し
た
感
染
予
防
の
た
め
１
０
０
帖

の
広
間
で
食
事
を
と
っ
た

大門坂を上り那智の滝に向かう

み
ろ
く
の
里
で
楽
し
ん
だ

尾
道
で
の
班
別
自
主
研
修

荘厳な那智の滝を見学する

　
広
島
市
安
佐
北
区
に
あ
る

広
島
市
立
三
入
中
学
校
（
住

吉
磨
校
長
）
は
、
１
９
８
３

年
に
広
島
市
立
可
部
中
学
校

か
ら
分
離
し
、
可
部
東
中
学

校
と
し
て
開
校
。

年
に
現

在
の
校
名
に
な
っ
た
。
地
域

の
３
小
学
校
と
の
密
接
な
連

携
の
も
と
、
９
年
間
を
見
通

し
た
教
育
に
取
り
組
み
、
心

身
と
も
に
健
康
で
、
主
体
的

に
生
き
る
生
徒
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。

　
２
年
次
に
実
施
す
る
修
学

旅
行
は
、
総
合
的
な
学
習
の

「
社
会
の
中
で
学
ぶ
」
と

「
生
き
方
学
習
（
職
業
体

験
）
」
を
実
践
す
る
場
と
し

て
位
置
付
け
る
。
２
０
２
０

年
度
は
、
５
月
に
長
崎
県
・

壱
岐
島
で
職
業
体
験
な
ど
を

行
う
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
延
期
。
生
徒
が
３

年
生
に
な
っ
た

年
７
月
に

時
期
を
移
し
、
行
き
先
も
広

島
県
内
の
尾
道
市
、
福
山
市

に
変
更
し
て
実
施
し
た
。
福

山
ま
る
ご
と
体
験
推
進
協
議

会
が
提
供
す
る
「
内
海
・
沼

隈
ま
る
ご
と
体
験
」
の
漁
業

体
験
を
中
心
に
し
た
内
容

だ
。

　
今
回
の
修
学
旅
行
の
目
的

と
し
て
、
①
修
学
旅
行
の
取

り
組
み
を
通
し
、
学
級
、
班

の
一
員
と
し
て
主
体
的
に
考

え
る
力
を
養
う
②
集
団
宿
泊

学
習
を
通
し
て
、
共
同
生
活

の
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と
も

に
、
ル
ー
ル
を
守
り
自
ら
の

責
任
を
果
た
す
態
度
や
、
人

を
思
い
や
る
心
や
協
力
の
精

神
を
身
に
付
け
る
③
こ
れ
ま

で
の
総
合
的
な
学
習
や
修
学

旅
行
の
事
前
学
習
で
学
ん
だ

こ
と
を
踏
ま
え
、
漁
業
に
関

わ
る
体
験
を
す
る
こ
と
で

「
職
業
観
」
「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
図
る
④
取
り
組
み

を
通
し
て
、
身
の
回
り
に
あ

る
課
題
を
発
見
し
、
自
ら
解

決
す
る
力
を
育
成
す
る

を

設
定
。
ま
た
、
日
頃
の
学
校

生
活
を
社
会
の
中
で
実
行
で

き
る
よ
う
、
「
修
学
旅
行
で

も
（
社
会
に
出
て
も
）
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
の
実
践
」
を
目
標

に
加
え
た
。

　「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
」と
は
、

将
来
の
夢
や
希
望
の
実
現
に

向
け
努
力
で
き
る
生
徒
を
育

成
す
る
た
め
の
三
入
中
学
校

の
行
動
目
標
。
Ｋ
＝
「
感
じ

の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
し
よ

う
」
、
Ｏ
＝
「
落
ち
着
い
て

学
習
し
よ
う
」
、
Ｂ
＝
「
場

に
適
し
た
マ
ナ
ー
を
実
践
し

よ
う
」
、
Ｕ
＝
「
美
し
い
環

境
を
つ
く
ろ
う
（
無
言
清

掃
）
」
、
Ｓ
「
先
を
見
て
行

動
し
よ
う
」
、
Ｉ
＝
「
い
じ

め
の
な
い
学
校
を
目
指
そ
う

（
い
ろ
い
ろ
な
違
い
を
認
め

一
致
団
結
）
」
、
の
六
つ
を

生
徒
が
心
掛
け
よ
う
と
い
う

も
の
だ
。

　
修
学
旅
行
は

年
７
月


、

日
の
１
泊
２
日
で
実

施
。通
常
よ
り
も
１
日
短
い
。

３
年
生
の
生
徒

人
が
参
加

し
た
。

　
１
日
目
は
、
学

校
を
出
発
し
、
ま

ず
は
尾
道
市
内
で

の
班
別
自
主
研

修
。
事
前
学
習
で

作
成
し
た
班
で
の

行
動
計
画
に
基
づ

き
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｓ

Ｉ
を
意
識
し
て
地

元
の
人
た
ち
と
交

流
し
な
が
ら
尾
道

を
散
策
し
た
。
そ

の
後
、
内
海
・
沼

隈
ま
る
ご
と
体
験
の
漁
業
体

験
を
行
う
た
め
福
山
市
に
移

動
す
る
。

　
今
回
の
修
学
旅
行
を
担
当

し
た
戸
田
吾
朗
教
諭
は
「
三

入
中
学
校
は
広
島
市
北
部
に

あ
る
学
校
な
の
で
生
徒
た
ち

は
海
に
関
わ
る
こ
と
が
非
常

に
少
な
く
、
修
学
旅
行
に
は

漁
業
体
験
を
組
み
入
れ
た
か

っ
た
。
漁
業
体
験
に
よ
っ
て

生
き
方
学
習（
職
業
体
験
）を

可
能
な
限
り
実
施
で
き
る
よ

う
に
し
た
」と
意
図
を
語
る
。

　
そ
の
漁
業
体
験
は
、
生
徒

た
ち
が
「
底
引
き
網
漁
」
と

「
船
釣
り
」
「
港
釣
り
」
の

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
２

時
間
ほ
ど
活
動
。
底
引
き
網

漁
で
は
主
に
揚
が
っ
た
魚
を

選
別
す
る
作
業
を
手
伝
っ

た
。
船
釣
り
や
港
釣
り
に
参

加
し
た
生
徒
は
、
自
分
で
竿

を
持
っ
て
釣
り
を
し
、
漁
師

の
仕
事
を
体
感
。
底
引
き
網

漁
、
船
釣
り
と
も
船
は
沖
の

方
ま
で
行
き
、
生
徒
た
ち
か

ら
「
船
上
か
ら
見
る
景
色
が

と
て
も
き
れ
い
で
感
動
し

た
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

　
こ
の
日
の
宿
泊
は
福
山
市

内
の
ホ
テ
ル
。
わ
ず
か
１
泊

だ
っ
た
が
、
ホ
テ
ル
の
ス
タ

ッ
フ
か
ら
「
三
入
中
学
校
の

生
徒
は
、
あ
い
さ
つ
が
元
気

で
爽
や
か
で
気
持
ち
が
い

い
」
な
ど
と
称
賛
さ
れ
た
。

　
２
日
目
は
、
港
町
の
「
鞆

の
浦
」
で
記
念
写
真
を
撮
影

し
、遊
園
地「
み
ろ
く
の
里
」

で
楽
し
ん
だ
後
、
夕
方
に
三

入
中
学
校
に
戻
っ
た
。

　
修
学
旅
行
の
総
括
に
つ
い

て
戸
田
教
諭
は
「
２
年
生
の


月
に
予
定
し
て
い
た
職
場

体
験
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
今
回
の
漁
業
体
験
で
職

業
体
験
が
で
き
て
良
か
っ

た
。
ま
た
、
『
修
学
旅
行
で

も
（
社
会
に
出
て
も
）
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
の
実
践
』
を
目
標

と
し
て
い
た
が
、
生
徒
た
ち

は
ホ
テ
ル
の
方
か
ら
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
ほ
ど

実
行
で
き
て
い
た
。
社
会
に

出
て
も
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
が
大

事
だ
と
実
感
し
た
よ
う
だ
」

と
語
る
。

　
さ
ら
に
、「
他
県
に
行
か
な

い
広
島
県
内
で
の
修
学
旅
行

だ
っ
た
の
で
子
ど
も
た
ち
が

少
し
不
満
に
思
う
か
も
し
れ

な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
不

満
の
声
は
ま
っ
た
く
な
か
っ

た
。
期
待
し
て
い
た
以
上
に

楽
し
ん
で
い
た
」
と
戸
田
教

諭
。
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出

づ
く
り
の
面
で
も
成
果
の
あ

っ
た
修
学
旅
行
と
な
っ
た
。

　
和
歌
山
市
立
加
太
中
学
校

（
神
﨑
信
彦
学
校
長
）
は
、

古
く
か
ら
港
町
と
し
て
栄
え

て
き
た
、
同
市
北
西
端
の
加

太
地
区
に
位
置
す
る
学
校

だ
。
近
年
は
少
子
高
齢
化
の

影
響
に
よ
り
生
徒
が
減
少

し
、
ピ
ー
ク
時
に
４
０
０
人

を
超
え
た
生
徒
数
は
、
現
在

わ
ず
か

人
。
そ
こ
で
少
人

数
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、

き
め
細
か
な
指
導
や
、
生
徒

と
保
護
者
、
教
員
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
教
育
を
実

践
。
生
徒
の
保
護
者
の
多
く

が

年
ほ
ど
前
に
も

年
以

上
同
校
に
勤
務
し
て
い
た
神

﨑
校
長
の
教
え
子
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
家
庭
と
の
間
の

風
通
し
も
良
く
、
地
域
ぐ
る

み
の
家
族
的
な
雰
囲
気
で
の

教
育
が
同
校
の
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。

　
「
修
学
旅
行
は
３
年
間
の

学
び
の
集
大
成
で
あ
る
と
同

時
に
、
生
徒
に
と
っ
て
非
日

常
の
場
で
学
べ
る
貴
重
な
機

会
で
あ
り
、
一
生
の
思
い
出

作
り
の
場
で
も
あ
る
。
幼
稚

園
か
ら
ほ
ぼ
ず
っ
と
一
緒
に

育
っ
て
き
た
兄
弟
の
よ
う
な

生
徒
た
ち
が
卒
業
を
前
に
友

情
を
深
め
る
こ
と
も
大
切
な

目
的
の
一
つ
だ
」
と
神
﨑
校

長
。

　
同
校
で
は
毎
年
、
東
京
方

面
で
２
泊
３
日
の
修
学
旅
行

を
実
施
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
や
浅
草
な
ど
の
定
番
ス
ポ

ッ
ト
を
訪
れ
る
だ
け
で
な

く
、
陸
奥
宗
光
元
外
相
が
和

歌
山
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら

外
務
省
を
訪
問
し
た
り
、
紀

伊
徳
川
家
出
身
の
徳
川
吉
宗

に
ゆ
か
り
の
あ
る
東
京
都
港

区
の
区
立
赤
坂
中
学
校
と
学

校
間
交
流
を
し
た
り
し
て
き

た
。

　
昨
年
度
も
、
例
年
同
様
６

月
上
旬
に
東
京
方
面
へ
の
修

学
旅
行
を
予
定
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
３

～
５
月
の
休
校
に
よ
り
、
４

月
に
延
期
が
決
定
。
６
月
の

学
校
再
開
の
後
、
７
月
中
旬

に
県
教
育
委
員
会
か
ら
県
内

修
学
旅
行
へ
の
変
更
を
促
す

通
知
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
感
染
者
が
少
な
く
安
全

で
あ
る
と
判
断
し
、
紀
南
方

面
（
那
智
勝
浦
、
串
本
、
白

浜
な
ど
）
で
の
修
学
旅
行
の

実
施
を
決
め
た
。

　
「
修
学
旅
行
は
普
段
で
き

な
い
体
験
を
し
た
り
、
そ
の

中
で
友
情
を
深
め
た
り
で
き

る
大
切
な
機
会
で
あ
り
、
中

止
は
避
け
た
か
っ
た
。
生
徒

も
保
護
者
も
実
施
す
る
こ
と

を
強
く
望
ん
で
い
た
の
で
、

旅
行
実
施
へ
の
反
対
な
ど
も

な
く
、
県
内
へ
の
旅
行
で
あ

っ
て
も
皆
喜
ん
で
い
た
」
と

神
﨑
校
長
は
振
り
返
る
。

　
昨
年
の
修
学
旅
行
は
、
感

染
予
防
な
ど
の
観
点
か
ら
日

程
を
１
日
短
縮
し
、９
月

、


日
の
１
泊
２
日
で
実
施
し

た
。
３
年
生
６
人
全
員
が
参

加
。
１
日
目
は
本
州
最
南
端

の
潮
岬
公
園
や
南
紀
熊
野
ジ

オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

た
後
、
古
座
川
で
カ
ヌ
ー
体

験
を
実
施
。
そ
の
後
、
世
界

遺
産
で
あ
る
熊
野
古
道
の
大

門
坂
、那
智
の
滝
を
見
学
し
、

南
紀
勝
浦
温
泉
に
宿
泊
。
２

日
目
は
橋
杭
岩
や
千
畳
敷
と

い
っ
た
奇
岩
の
見
学
や
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
の

研
修
な
ど
を
行
っ
て
帰
校
す

る
旅
程
だ
。
旅
行
の
目
的
に

は
、
生
徒
間
や
教
員
と
の
交

流
に
加
え
、
郷
土
へ
の
理
解

の
深
化
と
郷
土
愛
の
醸
成
を

掲
げ
た
。

　
旅
程
の
う
ち
、
「
港
町
の

加
太
に
は
な
い
『
川
』
で
じ

っ
く
り
自
然
体
験
を
さ
せ
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
盛
り
込

ん
だ
カ
ヌ
ー
体
験
で
は
、
冷

た
く
透
き
通
っ
た
水
に
、
最

初
は
戸
惑
っ
た
り
恐
怖
を
感

じ
た
り
す
る
生
徒
も
い
た
。

し
か
し
徐
々
に
緊
張
も
ほ
ぐ

れ
、
全
員
が
水
の
流
れ
の
美

し
さ
や
迫
る
岩
場
の
迫
力
を

全
身
で
満
喫
し
て
い
た
。
カ

ヌ
ー
に
慣
れ
て
か
ら
は
、
互

い
に
水
を
掛
け
合
っ
た
り
、

生
徒
と
教
員
で
競
争
を
し
た

り
す
る
な
ど
盛
り
上
が
り
、

「
教
員
も
含
め
、
全
員
の
心

の
距
離
が
縮
ま
っ
た
と
感
じ

た
」
と
神
﨑
校
長
。

　
旅
行
後
に
生
徒
た
ち
が
書

い
た
感
想
文
に
は
、「
９
年
間

一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
仲
間

だ
か
ら
、
笑
い
合
っ
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
。
２
日
間

を
通
し
て
、
仲
間
は
大
切
だ

と
心
の
底
か
ら
思
っ
た
」「
例

年
よ
り
１
日
短
い
修
学
旅
行

だ
っ
た
が
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
一
生

の
思
い
出
に
な
っ
た
」
「
那

智
の
滝
が
す
ご
か
っ
た
の
は

忘
れ
な
い
。
東
京
と
は
違
う

和
歌
山
の
良
さ
を
実
感
で
き

た
」
な
ど
、
短
い
時
間
な
が

ら
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

た
満
足
感
、
仲
間
と
旅
行
で

き
た
こ
と
へ
の
喜
び
、
郷
土

の
自
然
、
文
化
へ
の
感
動
に

満
ち
た
言
葉
が
並
ん
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
安
全

か
つ
、
費
用
を
極
力
抑
え
て

修
学
旅
行
を
実
施
す
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し

た
。
感
染
防
止
の
た
め
に
貸

し
切
り
バ
ス
を
利
用
す
る
必

要
が
あ
っ
た
が
、
通
常
、
小

規
模
校
は
１
人
当
た
り
の
バ

ス
代
負
担
が
重
い
。
そ
の
た

め
引
率
教
員
を
当
初
の
計
画

よ
り
も
２
人
多
い
４
人
に
増

や
す
こ
と
で
生
徒
１
人
当
た

り
の
バ
ス
代
を
軽
減
し
た
。

さ
ら
に
、
和
歌
山
県
民
が
旅

費
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る

「
わ
か
や
ま
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

プ
ラ
ン
」
や
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
今
回
の
コ

ー
ス
で
の
修
学
旅
行
が
実
現

し
た
。

　
神
﨑
校
長
は
、
「
私
自
身

こ
れ
ま
で
東
京
方
面
で
の
２

泊
３
日
の
修
学
旅
行
の
経
験

し
か
な
か
っ
た
た
め
、
県
内

で
の
１
泊
２
日
の
修
学
旅
行

に
正
直
不
安
を
感
じ
て
い

た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
が

大
自
然
を
満
喫
す
る
姿
や
事

後
学
習
で
の
感
想
な
ど
か

ら
、
和
歌
山
で
の
修
学
旅
行

が
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
非
常

に
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い
経

験
に
な
っ
た
と
強
く
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
る
。
『
修
学

旅
行
は
東
京
』
と
い
う
意
識

が
あ
っ
た
が
、
今
後
は
幅
広

く
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
総
括
し
た
。


